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◆◇＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝◇◆
　　　 ＊＊＊子どもファーム･ネット通信　No.20＊＊＊
　　　
　　               2010年1月19日発行

　　　　子どもファーム･ネット 公式ホームページ
　　　　　　 （http://www.kodomofarm.net/）

◆◇＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝◇◆
  　21年度「子どもファーム・ネット活動コンクール」近づく！
◆◇＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝◇◆

　全国子どもファーム・ネット推進協議会とＪＡ全中は、「子ども
ファーム・ネット全国交流会」を1月30日、東京・大手町のＪＡビ
ルで開きます。活動コンクールとして、子どもたちが農業体験を壁
新聞にして発表し合い、交流を深めるのが目的です。

　今年度の応募は183作品。第1次審査で入選作品として選ばれた44
グループが、全国交流会に招待されます。この中から、農林水産大
臣賞などの受賞グループが審査で決まり、表彰されます。

　当日は、子どもたちが来場者へ作品をアピールする「かべ新聞セ
ッション」があり、子どもたちによる投票で「子どもファーム・ネ
ット大賞」が決まります。

　また、園児・小学生、中学生、活動支援者のグループに分かれて
の交流会も予定しています。

◆◇＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝◇◆

  全国各地の小・中学校やＪＡでの食農教育活動を取り上げたニ
ュースを紹介します（日本農業新聞の記事から）。

【インデックス】
(1)　自分で握っておいしい／栃木・ＪＡはが野　農業体験教室
　　　　　　　　　　　　　　　（2009/12/17  北関東版）

(2)信大教育学部の農場　活動10年／教師の卵、貴重な時間
　　／土づくりで人づくり　地域に根差し食育
　　　　　　　　　　　　　　　（2009/12/23  甲信越版)

◆◇＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝◇◆
(1)　自分で握っておいしい
　　 ／栃木・ＪＡはが野　農業体験教室
                         　　　（2009/12/17　北関東版）
◆◇＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝◇◆

　栃木県のＪＡはが野児童農業体験教室「未来ちゃんクラブ」真岡
地区は12日、真岡市でおにぎりフェスティバルを開いた。おにぎり
には同クラブが収穫した米を使用。会員や保護者、地域青壮年部ら
約100人が参加した。

　ＪＡの渡邉修一真岡支店長は「自分たちで収穫した米を食すとい
う収穫の喜びを感じてほしい」とあいさつした。

　梅干し、コーン、ツナ、おかかなど、具の種類は豊富。持ちきれ
ないほどの大きさや、サケをご飯に混ぜたものなど個性豊かなおに
ぎりが出来上がった。
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　小学校2年の上野航輝さんは「自分で握ったおにぎりは、すごく
おいしい。楽しかった」と笑顔いっぱいで話した。参加者には収穫
した米5キロがプレゼントされた。（栃木・はが野）

◆◇＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝◇◆
(2)　信大教育学部の農場　活動10年／教師の卵、貴重な時間
　　 ／土づくりで人づくり　地域に根差し食育
                             　　（2009/12/23　甲信越版）
◆◇＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝◇◆

　【ながの】信州大学教育学部（長野市）の学生らでつくる「信大
茂菅ふるさと農場」が、今年で活動10年目を迎えた。栽培計画づく
りから子どもたちの農業体験受け入れまで、すべてを自主的に運営
する。メンバーには教職を目指す学生が多く、農場の活動は、子ど
もと接しながら、食と農への理解を深める絶好の場にもなっている。

　農場の活動は4月から12月の間、毎月開いている。大学近くの農
地を拠点に、地元農家の林部信造さんやＪＡながの協力を得ながら
作業をしている。耕作放棄地となっていた農場をＪＡを通じて借り、
学生らが重機を使わずくわだけで、田んぼ1枚、畑3枚を整備した。

　12日には今年最後の催しとなるもちつきが行われ、学生や子ども、
保護者ら70人余りが参加した。もち米やきな粉の大豆は、学生と子
どもたちが植え付けから収穫まで自分たちで行ったもの。

　学生らは子どもたちと行う農業を通し「食べ物に対する気持ちが
変わった。作った人へ感謝するようになった」と話す。将来教職を
目指す人が多く、「子どもと一緒に楽しめる貴重な場所。普段の授
業にはない体験ができる」という声も多い。

　学生を指導する土井進教授は「人づくりのための土づくり、を
テーマに農業を通し多くのことを学んでほしい」と話す。

  ★グループ登録について★

  グループ登録は毎年更新の手続きが必要になります。グループ登
録を希望される方は、下記の登録フォームに必要事項を入力して送
信して下さい。
　http://www.kodomofarm.net/entry/index.html

◆◇＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝◇◆

●本メールは、これまで「子どもファーム・ネット」にグループ登
　録を頂いている代表者の方に配信しております。

●また、配信をご希望されない方は、お手数ですが下記のE-Mailア
ドレスにご連絡下さい。
　jimukyoku@kodomofarm.net

●お問い合わせ

　本メールに関するお問い合わせは、 kodomo@kodomofarm.net　
　までご連絡下さい。

◆◇＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝◇◆
　　　　発行　　全国子どもファーム・ネット推進協議会
　　　　〒100-6837　東京都千代田区大手町1-3-1
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